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平成 23 年 7 月

ＪＵＬＹ

広
い
海
で
大
き
く
育
っ
て

　
鷹
巣
小
学
校
と
伊
唐
小
学
校
で
は
、「
鹿
児
島
県

豊
か
な
海
づ
く
り
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
」
を
利
用
し
た

ヒ
ラ
メ
と
マ
ダ
イ
の
稚
魚
放
流
体
験
を
行
い
ま
し

た
。

◎
関
連
記
事
＝
Ｐ
20



赤潮の発生を抑制
赤潮対策底質改善実証事業

　

平
成
21
年
、
22
年
と
2
年
連
続

で
発
生
し
た
本
町
の
赤
潮
被
害
の

抑
制
の
た
め
、
6
月
上
旬
か
ら
長

島
周
辺
海
域
で
赤
潮
対
策
底
質
改

善
実
証
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
で
は
、
鹿
児
島
県
が

実
証
試
験
と
し
て
赤
潮
被
害
が
特

に
甚
大
で
、
シ
ス
ト
（
赤
潮
の
発

生
源
と
な
る
休
眠
細
胞
）
分
布
が

多
い
海
域
の
伊
唐
地
区
お
よ
び
脇

崎
地
区
の
2
カ
所
が
対
象
と
な
り

ま
し
た
。

　

作
業
工
法
は
、
２
５
０
ｔ
吊
ク

レ
ー
ン
船
に
、
海
底
土
砂
の
表
層

部
分
10
㎝
を
ポ
ン
プ
で
吸
い
上
げ

る
除
去
装
置
サ
ブ
マ
リ
ン
ク
リ
ー

ナ
ー
を
取
り
付
け
、
約
５
ha
の
底

質
改
善
を
図
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

ク
レ
ー
ン
船
と
一
緒
に
準
備
さ

れ
た
大
型
土
運
船
に
は
、
ポ
ン
プ

で
勢
い
良
く
吸
い
上
げ
ら
れ
た
シ

ス
ト
が
流
し
込
ま
れ
、
海
底
の
環

境
の
悪
さ
が
一
目
瞭
然
で
示
さ
れ

ま
し
た
。
積
み
込
ま
れ
た
シ
ス
ト

は
阿
久
根
漁
港
に
運
搬
さ
れ
、
陸

上
の
揚
泥
池
（
陸
上
処
理
）
で
乾

燥
し
て
、
そ
の
後
埋
め
立
て
処
分

さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
実
証
試
験
で
、
年

度
内
に
調
査
検
証
と
デ
ー
タ
解
析

が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

赤崎沖でサブマリーンクリーナーを
取り付けた 250 ｔ吊クレーン船

海底シストの吸い上げ

大型土運船への積み込み状況
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総務課

サンセット長島の耐震診断 2,104

企画財政課

七郎山トイレ・防護柵・看板の設置（特定離島） 21,000

獅子島フェア・獅子島ウォークの運営委託料（特定離島） 4,500

町民福祉課

高額な医療を必要とする障害者への助成 5,500

保健衛生課

小規模特別養護老人ホーム建設の補助 116,000

不妊及び不育治療の医療費助成 500

水産商工課

ヒラメの放流 4,900

グルメマップ等の製作 1,000

長島町観光ＤＶＤの製作 2,000

椿の湯泉源地の湯量調査 903

景観推進課

ぐるっとフラワーロード推進事業（緊急雇用） 8,780

総合管理課

指江庁舎のトイレ清掃 318

農林課

東町産業開発・畑作農産加工センターの改修 12,801

林道獅子島中央線の整備 9,552

獅子島地区環境促進整備事業（緊急雇用） 13,653

耕地課

蔵之元大崎地区の確定測量 1,800

獅子島平野地区の排水路整備 9,000

農業用施設環境整備事業（緊急雇用） 6,000

建設課

平尾浜漉線の道路整備 51,110

山門野汐見線の道路整備 158,498

萩之牟礼茅屋線の道路整備 128,128

鷹巣杉ノ段線の道路整備 5,000

行人岳線の道路整備 126,780

橋梁の修繕計画策定 5,000

立石・湯ノ口地区の野積場舗装 17,534

港湾施設の調査 11,440

教育総務課

獅子島地区小学校新築工事の実施設計 14,458

学校教育課

スクールカウンセラーの配置 397

社会教育課

文化ホール改修工事の実施設計 3,465

城川内運動場のナイター設備修繕 1,575

　　主　な　事　業
（単位：千円） 介

護
基
盤
緊
急
整
備
特
別
対
策
事
業
な
ど
に

７
億
７
８
６
万
７
千
円
を
追
加

　

６
月
10
日
か
ら
21
日
ま
で
、

平
成
23
年
第
２
回
長
島
町
議

会
定
例
会
が
開
か
れ
、
小
規
模

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
建
設
補

助
や
山
門
野
汐
見
線
道
路
整
備

な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
、
平
成

23
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
７
億
７
８
６
万
７
千
円
追
加
、

総
額
１
０
２
億
４
１
６
２
万
５
千

円
）
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
長
島
町
川
床
ふ
れ
あ
い

広
場
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定

や
長
島
町
営
住
宅
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
な
ど
９
議
案
が
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
補
正
予
算
に
計
上
さ
れ

た
主
な
事
業
を
各
課
ご
と
に
紹
介

し
ま
す
。　

第
２
回
議
会
定
例
会

3 広 報 な が し ま



災
害
へ
の
備
え
と

　
　
　
　
　
心
構
え

海
抜
表
示
板
を
設
置

　

本
町
で
は
、
6
月
か
ら
津
波
対

策
の
一
つ
と
し
て
、「
海
抜
10
ｍ

看
板
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
看
板
は
、
町
内
の
海
に
面

す
る
す
べ
て
の
集
落
で
、
津
波
発

生
時
の
避
難
路
と
な
る
道
路
に
満

潮
時
か
ら
の
海
抜
10
ｍ
地
点
に
設

置
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
長
島
町
に
津
波
警
報
、
あ
る

い
は
大
津
波
警
報
が
発
令
さ
れ
た

場
合
、
こ
の
看
板
の
地
点
ま
で
避

難
す
れ
ば
安
全
と
い
う
表
示
で
は

決
し
て
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
こ
が
、

海
抜
10
ｍ
地
点
で
あ
る
と
い
う
表

示
に
な
り
ま
す
の
で
、「
こ
の
地

点
以
上
に
逃
げ
て
く
だ
さ
い
」
と

い
う
表
示
で
す
。
３
月
11
日
に
発

生
し
た
東
日
本
大
震
災
で
は
、
最

大
で
38
ｍ
を
超
え
る
高
さ
の
津
波

が
襲
っ
た
と
言
わ
れ
て
お
り
、「
３

ｍ
の
津
波
」
と
表
現
さ
れ
る
津
波

で
も
、
陸
地
に
到
達
す
る
と
き
に

は
、
そ
の
３
倍
か
ら
４
倍
の
高
さ

に
な
り
ま
す
。

　

日
ご
ろ
か
ら
、
安
全
に
避
難
で

き
る
高
台
な
ど
を
、
自
主
防
災
組

織
や
家
族
で
決
め
て
お
く
こ
と
が

重
要
で
す
。
本
町
で
も
、
津
波
に

対
す
る
一
次
避
難
場
所
の
指
定

や
、
津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作

成
な
ど
、
今
後
も
津
波
対
策
を
進

め
る
計
画
で
す
。

薄井東町漁協冷蔵庫裏の海抜 10 ｍ看板

東日本大震災による津波のつめ跡 津波によって打ち上げられた船
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５
月
29
日
、
長
島
町
文
化
ホ
ー

ル
で
長
島
町
救
難
所
開
所
式
が
開

催
さ
れ
、
関
係
者
約
１
０
０
人
が

集
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
本
年
４

月
１
日
に
、
長
島
町
を
本
部
と
す

る
救
難
所
が
開
設
さ
れ
た
た
め
、

長
島
町
救
難
所
長
の
川
添
健
町
長

に
、
鹿
児
島
県
水
難
救
済
会
か
ら

「
長
島
町
救
難
所
旗
」
と
「
救
難

所
設
置
承
認
証
」
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。

　

四
方
を
海
に
囲
ま
れ
た
長
島
町

で
は
、
海
が
生
活
の
基
盤
で
あ

り
、
近
年
の
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
の

多
様
化
か
ら
、
町
外
か
ら
の
観
光

客
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
状
況
か
ら
、
本
町
で
も
海
に

お
け
る
事
故
の
発
生
は
年
々
増
加

し
て
お
り
、
昨
年
は
不
幸
に
も
３

人
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。

　

救
難
所
開
設
前
は
事
故
が
発
生

し
た
際
、
地
元
の
漁
業
関
係
者
を

中
心
と
し
た
か
た
が
た
に
協
力
を

も
ら
い
海
上
の
捜
索
、
救
助
活
動

を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
、

長
島
町
救
難
所
を
設
置
し
た
こ
と

で
、
救
難
所
を
中
心
に
活
動
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

専
門
の
救
助
機
関
で
あ
る
海
上

保
安
部
、
消
防
、
警
察
、
そ
し
て

長
島
町
消
防
団
と
東
町
漁
業
協
同

組
合
、
北
さ
つ
ま
漁
業
協
同
組
合

長
島
支
所
、
地
元
漁
業
関
係
者
を

中
心
と
し
た
救
助
員
な
ど
関
係
機

関
が
一
体
と
な
っ
て
、
迅
速
に
捜

索
、
救
助
活
動
が
で
き
る
こ
と
に

な
り
、
救
助
員
の
安
全
の
確
保
に

つ
な
が
る
も
の
で
す
。

　

な
お
今
回
、
長
島
町
救
難
所
の

救
助
員
と
し
て
、
町
内
の
漁
業
関

係
者
を
中
心
に
５
７
０
人
の
か
た

に
登
録
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

開 所 式 で 授 与 さ れ た「 長 島 町
救難所旗」↓ 救

助
活
動
の
迅
速
化
を
図
る

一日も早い
　　　復興を願って

東日本大震災義援金

第２回義援金（中間集計）355,550 円

総額 2,245,853 円
　長島町では、東日本大震災の義援金箱を町内

16 カ所に設置し、長島町社会福祉協議会が５

月 31 日、 第 ２ 回 目 の 集 計 を 行 い、6 月 10 日

に日本赤十字社へ全額送金しました。

　この義援金は長島町社会福祉協議会で定期的

に集計され、日本赤十字社へ同社鹿児島県支部

を通じて送金されることになっています。今後

とも、東日本大震災の復興のため、皆さんのご

理解とご協力をお願いします。

義援金箱設置場所 募金額

○長島町役場 1,915
○長島町役場指江庁舎 5,550
　ＪＡ 東事業所 9,925
　ＪＡ長島事業所 2,515
　ＪＡ平尾出張所 5,676
　ＪＡ川床出張所 21,965
○長島町社会福祉協議会 28,740
　長島町社会福祉協議会支所 884
　東町漁協 5,977
　鹿児島県信用漁連東支店 10,380
　北さつま漁協長島支所 1,445
　黒之瀬戸だんだん市場 5,197
　太陽の里温泉センター東泉望 7,702
　温泉センター椿の湯 3,540
　鷹巣診療所 42,179
　夢追い長島花フェスタメイン会場 97,292

義援金箱小計 250,882
各種団体等義援金

（長島町社会福祉協議会へ持参） 募金額

　指江婦人会 10,000
　赤崎老人クラブ 20,000
　小崎静夫 15,000
　押し花手まり 14,197
　潟自治公民館 32,000
　指江子ども会育成会 10,000
　その他団体から 13,471

　各種団体等小計 104,668

第２回総計 355,550

（単位：円）
第２回義援金集計内訳

◎問い合わせ先
　長島町社会福祉協議会
　☎（86）0190
　役場町民福祉課
　☎（86）1111［内線 1116］ ※○印は現在設置中です
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初
盆
で
は
、
故
人
が
仏
に
な
っ
て
初

め
て
里
帰
り
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
近

親
者
は
盆
ち
ょ
う
ち
ん
を
贈
り
、
初
盆

を
迎
え
る
家
で
は
身
内
や
親
し
い
か
た

を
招
い
て
僧
侶
に
お
経
を
あ
げ
て
も
ら

い
供
養
し
ま
す
。

　

新
生
活
運
動
推
進
協
議
会
で
は
、
初

盆
で
の
ソ
ー
メ
ン
な
ど
の
食
事
接
待

や
、
お
砂
糖
な
ど
の
お
返
し
は
や
め
よ

う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
お

返
し
や
食
事
接
待
が
な
け
れ
ば
、
お
参

り
も
千
円
以
内
で
で
き
る
の
で
は
な
い

か
と
い
う
こ
と
で
す
。
供
養
の
気
持
ち

こ
そ
が
大
切
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
お
参
り
は
千
円
以
内
程
度
と
し
、
お

返
し
は
廃
止
」「
接
待
は
お
茶
だ
け
」

と
決
定
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
決
定
は
、
自
分
ひ
と
り

で
実
行
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
町
内
の
い
く
つ
か
の
集
落
で
は
、

初
盆
を
迎
え
る
か
た
が
た
に
集
ま
っ
て

も
ら
い
、
趣
旨
が
徹
底
す
る
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
地
域
ぐ

る
み
で
取
り
組
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。。

　

な
お
、
新
生
活
運
動
は
親
戚
な
ど
の

付
き
合
い
を
規
制
す
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

新
生
活
運
動
推
進
協
議
会
事
務
局

　
（
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
内
）

　

☎
（
86
）
１
１
１
１

　
　

内
線
２
２
３
１

もうすぐ “初盆”
集落ぐるみで取り組もう

獅子島小、幣串小が準特選
２０１０年度
全日本学校関係緑化コンクール

　本町の獅子島にある獅子島小学校（小磯俊

彦 校 長 ） と 幣 串 小 学 校（ 坂 元 英 透 校 長 ） が、

２０１０年度全日本学校関係緑化コンクールで

準特選に選ばれ、和歌山県で開催された全国植

樹祭２０１１で表彰されました。両校は、自然

豊かな獅子島の中で、児童らが心身ともに花々

や樹木と一緒に大切に育ち、獅子島の特性を最

大限に生かした結果となりました。

　獅子島小学校は 17 の応募があった学校環境

緑化の部で、幣串小学校は 18 の応募があった

学校林等活動の部で、同じ町内の２校が同時に

受賞する快挙で、関係者は大喜びでした。

　獅子島小学校は長年児童がそれぞれ自分の花

に責任を持って育てる「１人１プランター運

動」や獅子島の特産品のアオサ作りで生命や自

然の尊さを学び、お年寄りに自分らが育てた花

の苗などをプレゼントしています。

　幣串小学校は、約 20 年前から同校近くにあ

る無人島「ひょうたん島」を学校林として活用

し、自分が気に入った木を「マイツリー」とし

て 6 年間観察し、 育てていることが全国でも

珍しい取り組みだということで評価されたもの

です。両校長は「長年やってきた結果で大変う

れしい。今後も継続していきたい」と抱負を語

りました。

↑受賞の報告に両校長が町長室を訪問
全 児 童 で の
花づくり→

←「 ひ ょ う た
ん 島 」 で マ イ
ツリーを観察
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獅子島の
食と自然を
楽しもう

獅子島ガイド

　八代海に浮かぶ本町の獅子島は、複雑な海流と澄んだ
水がはぐくんだ海の幸があります。獅子島周辺海域はア
ラカブやタイ、タコなども良く捕れ、またきれいな海水
を利用して穏やかな湾内ではブリやタイの養殖も盛んで
す。 海 の 幸 を 手 に 入 れ る な ら、 地 元 漁 師 の 女 性 グ ル ー
プ「うまかもん幣

へ ぐ し

串」が新鮮な魚を手づくり加工し、販
売しています。また漁船がつないである海の見える場所
にはオープンデッキのレストランがあり、海の幸を満喫
す る な ら「う ま か も ん ラ ン チ」 が 予 約 で き ま す（う ま
かもん幣串 TEL:0996-89-3200、 代表の水元さん TEL:090-
4510-3281）。このほか、この獅子島は熊本県御所浦島と
と も に 日 本 有 数 の 化 石 産 地 で す。 島 の 大 部 分 は 約 1 億
年前「白亜紀」 の地層で覆われており、2008 年には幣
串の海岸付近で体長約６ｍのクビナガリュウの左下あご
が発見され話題になりました。アンモナイトや爬虫類の
化石も発見され、古生物ファンにはとても魅力がありま
す。 また、 この島は気候が穏やかで紅

べにあまなつ

甘夏やデコポン、
ポンカンなどが栽培され、冬の時期には島一周の道路脇
にたわわに実っています。絶景でお勧めな観光スポット
は 獅 子 島 最 高 峰 の 七 郎 山 で す。 標 高 が 393 ｍ あ り、 展
望所からの眺めは天下一品です。四方に八代海が広がり
本土の山々、天草の島々、遠くには長崎県の雲仙普賢岳
まで壮大なパノラマが堪能できます。
　詳細については、長島町のホームページでご覧いただ
けます。ぜひ一度、長島町獅子島にお越しください。
　　　　　　　　　（http://www.town.nagashima.lg.jp/）

ShishijimaRestaurantOpen

一周沿道のツワブキの花

幣串漁港

化石観察地点

クビナガリュウの
モニュメント

片側港のフェリー
発着場

アコウの木と石垣

七郎山からの眺め

オープンデッキ

オープンデッキとうまかもんランチ

7 広 報 な が し ま



i n f o r m a t i o n
　

春
季
畜
産
共
進
会
が
５
月
18

日
、
毎
床
家
畜
検
査
場
で
２
年
ぶ

り
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
出
品
牛

は
、
町
内
か
ら
24
頭
が
出
場
し
、

種
牛
一
部
・
二
部
に
、
月
齢
ご
と

に
個
体
審
査
と
比
較
審
査
が
行
わ

れ
、
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
賞

に
浦
底
集
落
の
山
口
正
成
さ
ん
所

有
牛｢

ゆ
め
じ｣

号
が
選
ば
れ
ま

し
た
。

　

入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
種
牛
一
部 

（ 

競
り
市
終
了
後
～
12
カ
月
）

▼
最
優
秀
賞

　
［
一
席
］
上
宗
光

　
［
二
席
］
山
口
正
成

　
［
三
席
］
浦
底
初
男

　
［
四
席
］
宮
路
健
作

　
［
五
席
］
市
尾　

德

　

出
水
地
区
春
季
畜
産
共
進
会
が

５
月
27
日
、
出
水
中
央
家
畜
市
場

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

出
水
地
区
内
の
育
成
牛
33
頭
が

２
部
門
に
出
場
し
ま
し
た
。
長
島

町
か
ら
は
一
部
に
５
頭
、
二
部
に

10
頭
が
出
場
し
、
優
秀
な
成
績
を

収
め
ま
し
た
。

　

グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
ォ
ン
賞
に

西
集
落
の
上
宗
光
さ
ん
所
有
牛

「
ふ
ゆ
づ
き
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
種
牛
一
部 

（
競
り
市 

終
了
後
～
12
カ
月
）

▼
最
優
秀
賞

　
［
一
席
］
上
宗
光

　
［
二
席
］
山
口
正
成

▼
優
秀
賞

　

宮
路
健
作
、
浦
底
初
男

　

市
尾　

德　
　

長
島
牛
に
今
後
も
期
待
…
［
春
季
共
進
会
］

長
島
町
春
季

　
　
　
　
畜
産
共
進
会

出
水
地
区
春
季

　
　
　
　
畜
産
共
進
会

▼
優
秀
賞

　

長
元
峰
男
、
市
尾　

德

　

宮
路
義
輝
、
門
元
政
文

◎
種
牛
二
部 

　（
13
カ
月
～
19
カ
月
未
満
）

▼
最
優
秀
賞

　
［
一
席
］
山
口
正
成

　
［
二
席
］
浦
底
初
男

　
［
三
席
］
山
口
正
成

　
［
四
席
］
町
田
光
彦

　
［
五
席
・
六
席
・
七
席
］

　
　
　

 　

  

浦
底
初
男

　
［
八
席
］
森
山
秋
美

　
［
九
席
］
町
田
光
彦

　
［
十
席
］
赤
嵜　

清

▼
優
秀
賞

　

山
口
正
成
、
増
永
辰
馬

　

森
山
秋
美
、脇
田　

泉
（
２
頭
）

▼
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
賞　

　
［
二
部
一
席
］
山
口
正
成

◎
種
牛
二
部

　 （
13
カ
月
～
19
カ
月
未
満
）

▼
最
優
秀
賞

［
一
席
］
山
口
正
成

［
二
席
・
三
席
・
四
席
］

       　

   

浦
底
初
男

［
六
席
］
町
田
光
彦

▼
優
秀
賞

　

森
山
秋
美
、
山
口
正
成

　

浦
底
初
男
、
町
田
光
彦

　

赤
嵜　

清

▼
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
賞　

　
［
一
部
一
席
）
上　

宗
光

長島町春季畜産共進会の審査状況

獅子島地区バレイショ実証結果
　農林課の事業で、平成 22 年度に試作試験として作付けして
いた長島ブランドのバレイショは、長島本島と同様良好な生育
を見せ、出荷することができました。今後は獅子島でもバレイ
ショ栽培を推進していく計画です。
　実証ほ場の結果は次のとおりです。
◆試験ほ場（立石地区）24a･･･ 収量 5,017.76 ㎏
　　　　　　　　　　　　　　（出荷量 4,917.70kg）
◆試験ほ場（平野地区）84a･･･ 収量 19,753.19 ㎏
　　　　　　　　　　　　　　（出荷量 19,111.50kg）

↑実証試験中のほ場（４月中旬）

「
ゆ
め
じ
」
号
と
「
ふ
ゆ
づ
き
」
号
が
グ
ラ
ン
プ
リ
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国民健康保険税賦課限度額が
改正されました

ＴａｘＮｅｗｓ

◎問い合わせ先
　長島町税務課
　☎ (86)1111［内線 1126］

　平成 23 年度の国民健康保険税を算定する際

の賦課限度額は、地方税法施行令の改正に伴い

４月１日から改正されました。

　医療分が 50 万円から 51 万円に、 後期高齢

者支援金分が 13 万円から 14 万円に、 介護分

が 10 万円から 12 万円になりました。

　この改正に伴い医療分、 後期高齢者支援金

分、介護分を合算した賦課限度額は、平成 22

年度に比べ４万円引き上げられました。

　なお、平成 23 年度の保険税率は、据え置き

となります。　

国民健康保険税賦課限度額の改正内容

　

川
床
中
学
校
（
三
宅
昭
弘
校

長
）
で
は
６
月
21
日
、
全
校
生
徒

を
対
象
に
租
税
教
室
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

同
校
は
鹿
児
島
県
租
税
教
育
推

進
協
議
会
か
ら
『
租
税
教
育
研
究

校
』
と
し
て
委
嘱
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
日
は
税
に
関
す
る
ビ
デ

オ
鑑
賞
や
、
税
金
ク
イ
ズ
が
行
わ

れ
『
税
』
の
必
要
性
や
役
割
な
ど

を
税
務
署
の
職
員
か
ら
学
び
ま
し

た
。

　

参
加
し
た
生
徒
た
ち
は
、
自
分

た
ち
の
身
の
周
り
で
多
く
の
税
金

が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
初
め
て

知
り
、
税
金
の
大
切
さ
な
ど
興
味

深
く
説
明
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。

川
床
中
学
校
租
税
教
室

改正前 改正後

医　療　分 50 万円 51 万円

後期高齢者
支 援 金 分 13 万円 14 万円

介　護　分 10 万円 12 万円

計 73 万円 77 万円
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i n f o r m a t i o n

▼風
か ぜ

の強
つ よ

いときは、花
は な び あ そ

火遊びはやめましょう。
▼花

は な び

火をポケットにいれてはいけません。
▼たくさんの花

は な び

火に、一
い ち ど

度に火
ひ

をつけないよ
うにしましょう。
▼花

は な び

火をほぐして遊
あ そ

ぶことは危
き け ん

険です。絶
ぜ っ た い

対
にしてはいけません。
▼花

は な び

火を人
ひ と

や家
い え

に向
む

けたり、燃
も

えやすいもの
のある場

ば し ょ

所で遊
あ そ

んだりしないようにしましょ
う。
▼花

は な び

火の筒
つ つ さ き

先に顔
か お

や手
て

を絶
ぜ っ た い

対出
だ

さないこと。
▼花

は な び

火に書
か

いてある遊
あ そ

び方
か た

をよく読
よ

んで必
か な

ず
守
ま も

りましょう。
▼大

お と な

人といっしょに遊
あ そ

びましょう。
▼正

た だ

しい位
い ち

置に正
た だ

しい方
ほ う ほ う

法で点
て ん か

火してくださ
い。
▼水

み ず

の入
は い

ったバケツを用
よ う い

意しましょう。
▼ロケット花

は な び

火の打
う

ち上
あ

げは真
ま う え

上に向
む

けて
安
あ ん て い

定した容
よ う き

器に立
た

てて行
おこな

ってください。
▼手

て も

持ちの筒
つ つ

もの花
は な

火
び

は、手
て

の位
い ち

置に注
ち ゅ う い

意し
ましょう。

おもちゃ花火は危険物！

プールと艇庫を開放します

町民プール ( 鷹巣 ) Ｂ＆Ｇプール ( 指江 )

開放日

開放時間

休憩時間

入場料

開放日

開放時間

休憩時間

使用料

●町民プール ( 鷹巣 ) とＢ＆Ｇプール ( 指江 ) ●Ｂ＆Ｇ艇庫 ( 蔵之元 )
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○研修条件
　農業経営に対する固い意志と意欲のある農業後継者や新規就農希望　
者等で、研修終了後も引き続きＪＡ 鹿児島いずみ管内で就農できる人

○年齢＝ 50 歳未満

○研修期間および研修方法、場所等
　１年以内（平成 23 年９月１日～平成 24 年８月 31 日）※ 予定
　ＪＡアグリセンター内および生産農家

○研修作物
　ミニトマト、キヌサヤ、インゲン、ゴーヤーなどのハウス品目と露地
野菜品目を組み合わせた研修および育苗研修

○募集期限＝８月 5 日（金）

○申込書設置場所
　鹿児島いずみ農協園芸農産指導課（本所）
　鹿児島いずみ農協の各事業所農畜産課（購買窓口）
　役場農林課

○研修助成金
　１人あたり最高額で月額 15 万円助成（但し、研修終了後５年間は　
就農するなどの条件があります。研修は「雇用」ではありません）

○研修生の決定方法
　研修の動機および就農計画などを提出、面接のうえ決定

◎問い合わせ先
　　鹿児島いずみ農協園芸農産指導課　☎（64）2630　内線 242
　　役場農林課　☎（86）1111　内線 2141

新
規
就
農
者
支
援
研
修
生
を

募
集
し
て
い
ま
す

鹿
児
島
い
ず
み
農
協
で
は
、
農
業
後
継
者
や
新
規
就
農
希
望
者
を
対
象
に
一
定
期
間
農
業
の
研
修
生
を
受
け

入
れ
、
将
来
農
業
で
自
立
を
目
指
す
人
を
育
成
し
ま
す
。

募 集 内 容

AGRICULTURE
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【課長級】
総務課参事　　　　　（総務課主幹）　児島　博文

【課長補佐級】
総務課長補佐兼財産管理係長兼交通安全係長兼消
防防災係長
　　　（建設課主幹兼工務第四係長）　林　　幸弘
総務課長補佐兼行政係長兼職員係長
　　　　　　　　（総務課職員係長）　平薮　太喜
税務課長補佐兼町民税係長

（総務課長補佐兼財産管理係長兼交通安全係長）
　　　　　　　　　　　　　　　　　城戸　隆也
景観推進課長補佐兼景観第一係長兼農林係長

（景観推進課主幹兼景観第一係長兼農林係長）
　　　　　　　　　　　　　　　　　村上　繁己
農林課長補佐兼農政第一係長

（社会教育課長補佐兼文化係長）　竹之内逸郎
建設課技術補佐兼工務第三係長

（水道課技術補佐兼水道第一係長）　小城　久義
建設課技術補佐兼工務第四係長

（建設課主幹兼工務第三係長）　石橋　久信
長生園次長兼事務係長

（会計課主幹兼会計第一係長）　瀬戸口一美
会計課長補佐兼会計第一係長

（診療所主幹兼事務係長）　上原　幸子
社会教育課長補佐兼文化係長

（税務課長補佐兼町民税係長）　坂元　耕作
企画財政課主幹兼企画調整第一係長

（企画財政課主幹兼企画調整第一係長兼広報統計係長）
大西　康文

保健衛生課主幹兼地域包括支援センター係長
（町民福祉課主幹兼生活保護係長福祉事務所兼務）

塚田　斉章
総合管理課主幹兼町民第二係長福祉事務所兼務

（議会事務局主幹兼議事係長）　長岡　留美
総合管理課主幹兼管理係長兼町民第三係長福祉事務所兼務

（総合管理課主幹兼管理係長兼町民第二係長福祉事務所兼務）
田中　耕策

水道課主幹兼水道第一係長
（水道課主幹兼水道第三係長）　久保　　修

水道課主幹兼水道第二係長
（水道課主幹兼水道第四係長）　冷水　伸一

水道課主幹兼水道第三係長
（総務課主幹兼消防防災係長）　木上　勝徳

議会事務局主幹兼議事係長
（長生園主幹兼事務係長）　中間くるみ

農業委員会主幹兼第一係長
（農業委員会主幹兼係長）　川畑　秀紀

農業委員会主幹兼第二係長
（農林課主幹兼農政第一係長）　椎原　洋樹

企画財政課主幹兼企画調整第二係長兼電算第一係長
（企画財政課企画調整第二係長兼電算係長）

中村　勝博
町民福祉課主幹兼老人福祉係長兼年金係長福祉事務所兼務

（町民福祉課老人福祉係長兼年金係長福祉事務所兼務）
牧　　祐治

町民福祉課主幹兼社会福祉係長兼児童福祉係長福祉事務所兼務
（町民福祉課社会福祉係長兼児童福祉係長福祉事務所兼務）

長元　勝弘
農林課主幹兼管理係長
 （農林課管理係長）　小島　博文
水道課主幹兼管理第二係長
 （水道課管理第二係長）　湯田　雄介

教育総務課主幹兼教育管財係長
（教育総務課教育管財係長）　川畑　幸治

社会教育課主幹兼社会体育係長
 （社会教育課社会体育係長）　脇田　高洋

【係長級】
企画財政課電算第二係長
 （企画財政課主任）　瀬ノ口政輝
企画財政課広報統計係長 

（企画財政課主任）　小屋　昭彦
診療所事務係長　　　（診療所主任）　飯尾　公徳
総務課主任  　 　（保健衛生課主任）　岩塚　大作
企画財政課主任　（保健衛生課主任）　山口富美子
税務課主任　　　（企画財政課主任）　濵田　将尚
町民福祉課主任　（企画財政課主任） 荒田あけみ
町民福祉課主任福祉事務所兼務
　（総合管理課主任福祉事務所兼務）　飯尾智恵子
保健衛生課主任

（総合管理課主任福祉事務所兼務）　石橋　純一
建設課主任 　（農業委員会主任）　尾崎　洋光

【係員】
保健衛生課主事　（町民福祉課主事）　二階堂智子

2011	
人事異動

　７月１日付けで、町職員の人事異動がありました
のでお知らせします。（　）は旧職
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６
月

１
日　
　
　
　
　

鹿
児
島
県
地
域
保
健
活
動
連
絡
協
議
会
総
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

　
　
　
　
　
　
　

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
施
設
建
設
検
討
会　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
北
薩
広
域
環
境
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　
　
　
　
　

町
人
権
擁
護
委
員
及
び
主
管
課
交
流
会
（
鷹
巣
）

２
日　
　
　
　
　

町
長
相
談
（
長
島
町
役
場
）

　
　
　
　
　
　
　

町
観
光
協
会
通
常
総
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
長
島
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　
　
　
　
　

北
薩
地
域
行
政
懇
話
会
（
北
薩
地
域
振
興
局
）

３
日　
　
　
　
　

県
治
山
林
道
協
会
役
員
会
（
鹿
児
島
市
）

４
日　
　
　
　
　

阿
久
根
地
区
交
通
安
全
協
会
総
会
（
阿
久
根
市
）

６
日　
　
　
　
　

全
体
朝
礼
（
指
江
庁
舎
）

７
日　
　
　
　
　

全
体
朝
礼
・
課
長
会
（
長
島
町
役
場
）

　
　
　
　
　
　
　

九
州
整
備
局
道
路
課
長
来
庁
（
長
島
町
役
場
）

８
日　
　
　
　
　

子
宝
祝
い
金
支
給
（
長
島
町
役
場
）

　
　
　
　
　
　
　

町
村
会
理
事
会
（
鹿
児
島
市
）

10
～
21
日　
　
　

長
島
町
議
会
６
月
定
例
会
（
長
島
町
役
場
）

10
日　
　
　
　
　

町
長
相
談
（
長
島
町
役
場
）

17
日　
　
　
　
　

地
区
老
人
ク
ラ
ブ
協
議
会
総
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
長
島
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

21
日　
　
　
　
　

町
観
光
公
社
評
議
員
会
（
長
島
町
役
場
）

　
　
　
　
　
　
　

議
員
永
年
勤
続
表
彰
祝
賀
会
（
太
陽
の
里
）

22
～
23
日　
　
　

町
長
相
談
（
長
島
町
役
場
）

24
日　
　
　
　
　

立
石
地
区
自
衛
消
防
隊
消
防
ポ
ン
プ
積
載
車
引

　
　
　
　
　
　
　

渡
し
式
（
長
島
町
役
場
）

　
　
　
　
　
　
　

東
町
漁
協
総
会
（
長
島
町
文
化
ホ
ー
ル
）

　
　
　
　
　
　
　

町
水
田
農
業
推
進
協
議
会
総
会
（
指
江
庁
舎
）

　
　
　
　
　
　
　

獅
子
島
架
橋
建
設
促
進
期
成
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
幣
串
漁
村
セ
ン
タ
ー
）

27
日　
　
　
　
　

町
長
相
談
（
指
江
庁
舎
）

　
　
　
　
　
　
　

町
観
光
公
社
理
事
会
（
長
島
町
役
場
）

28
日　
　
　
　
　

課
長
会
（
長
島
町
役
場
）

　
　
　
　
　
　
　

獅
子
島
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
（
長
島
町
役
場
）

　
　
　
　
　
　
　

町
長
相
談
（
長
島
町
役
場
）

29
～
30
日　
　
　

九
州
・
沖
縄
「
道
の
駅
」
通
常
総
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
長
崎
県
西
海
市
）

御お
よ
う
か

八
日
踊
り
と

　
　
　
　
忠
兼
公
碑

城川内堂崎城跡
　

城
川
内
の
堂
崎
城
跡
の
内う

ち
ば
ば

馬
場

と
い
う
小
字
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
中
に
古ふ

る

い

ば

射
場
と
い
う
地
名
が

あ
り
、
ち
ょ
っ
と
し
た
広
場
に

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
角
に
、

島し
ま
づ
ひ
た
ち
の
か
み
た
だ
か
ね
こ
う

津
常
陸
守
忠
兼
公
の
鎮
魂
の
た

め
に
始
め
ら
れ
た
と
い
う
「
御
八

日
踊
り
」
の
由
緒
や
、
そ
れ
に
ま

つ
わ
る
伝
承
を
記
し
た
記
念
碑
が

建
っ
て
い
ま
す
。

　

高
さ
約
１
５
０
㎝
、
巾
50
㎝
ほ

ど
の
大
き
さ
で
、
正
面
に
碑
名

が
あ
り
、
左
側
面
と
背
面
に

２
１
２
字
ほ
ど
漢
文
が
刻
ま

れ
、
碑
文
の
終
り
に
は
「
松
元

壮
太
郎
撰
」「
小
松
文
雄
書
」

と
書
い
て
あ
り
ま
す
。
松
本
氏

は
小
浜
の
か
た
と
聞
い
て
い
ま

す
が
「
小
松
」
と
い
う
姓
は
長

島
で
聞
か
な
い
た
め
、
い
つ
か

知
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
去
る
４
月
３
日
、
思
い
が

け
ず
そ
の
き
っ
か
け
が
で
き
た
の

で
広
報
係
に
話
し
て
紹
介
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

　

碑
に
書
い
て
あ
る
の
は
本
名

は
文
雄
で
、
号
を
甲こ
う
せ
ん川

と
言

い
、
安
政
４
年
鹿
児
島
市
に
て

島し

ま

づ

け

お

く

え

し

津
家
奥
絵
師
、
佐さ

た
ち
ん
さ
い

多
椿
斎
の
三

男
に
生
ま
れ
幼
少
の
頃
か
ら
書

家
、
日
本
画
家
を
目
指
し
て
育
て

ら
れ
た
と
言
う
こ
と
を
知
り
ま
し

た
。
成
人
し
て
「
小
松
」
の
姓
を

願
い
出
し
て
許
さ
れ
た
と
の
こ
と

で
す
。

　

碑
文
の
ご
く
一
部
を
抽
出
し
ま

す
と
「
前
略
…
七
月
八
日
村
歌
社

舞
以
慰
霊
遺
風
…
後
略
」
と
あ

り
、
鎮
魂
の
た
め
に
始
め
ら
れ
た

こ
と
が
は
っ
き
り
分
か
り
ま
す
。

御
八
日
踊
り
の
遺
風
や
忠
兼
公
の

顕
彰
な
ど
、
皆
さ
ん
も
ご
承
知
の

言
い
伝
え
の
こ
と
が
ら
も
、
小
松

氏
の
美
し
い
文
字
で
刻
ま
れ
て
い

ま
す
。　

↑ 忠 兼 公 碑 の 背 面 に
書かれた碑文の一部

歴史遡
そ こ う

行 郷土史家
林　季治氏寄稿（城川内）
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こ
ち
ら
た
ま
ご
応
答
ね
が
い
ま
す

岸  
信
子  

著

藁わ
ら

に
寝
て
た
だ
反は

ん
す
う芻
の
田
掻
牛　
　
　
　
　

淵
脇　
　

護

降
る
音
も
流
る
る
音
も
男
梅
雨　
　
　
　
　

二
階
堂
妙
子

一
万
歩
父
の
日
か
ら
の
日
課
と
し　
　
　
　

竹
内　
　

功

シ
ュ
レ
ッ
ダ
の
音
む
し
ゃ
む
し
ゃ
と
梅
雨
長
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

迫
口　

君
代

田
掻
牛
鼻
曳
く
童
わ
っ
ぱ

叱
り
つ
つ　
　
　
　
　
　

筑
前　

初
市

牛
ね
む
る
藁
の
中
ま
で
梅
雨
に
入
る　
　
　

山
嵜
加
代
子

牛
小
屋
に
子
燕
か
え
り
過
疎
の
村　
　
　
　

大
堂　

早
苗

降
り
続
く
あ
ま
だ
れ
の
音
寝
も
や
ら
ず　
　

中
橋　

藤
七

人
待
つ
や
紫あ
じ
さ
い

陽
花
色
の
雨
の
中　
　
　
　
　

関　

佳
代
美

　生命の尊さ、たまご（受精
卵）になるまでのしくみなどが
とても分かりやすく書かれてい
ます。ぜひ親子一緒に読んでも
らいたい本です。

僕
を
支
え
た
母
の
言
葉

町
口  

嘉
則  

著

　母の、愛の力の偉大さを感じ
させられます。21 枚の写真が
美しく、５分程度で読める本で
す。

夕
凪
ぎ
て
灯
り
の
点
れ
る
小
浜
港
夜
釣
り
の
船
の
エ
ン
ジ

ン
響
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
元　

睦
子

助
産
婦
に
て
九
十
六
歳
生
き
給
ひ
梅
雨
晴
れ
の
朝
御
仏
な

れ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田　

映
子

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
お
湯
が
な
い
て
る
」
と
孫
告
げ
る
ざ
ぼ

ん
の
香
の
満
つ
庭
温
か
し　
　
　
　
　
　
　

市
尾　
　

操

荒
雨
は
ダ
ム
に
溢
れ
て
濁
り
を
り
瀬
戸
の
生い
け
す簀
を
め
ぐ
り

て
流
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

ち
江

灯
台
の
淡
き
灯
り
の
見
へ
初
め
ぬ
陽
は
天
草
に
消
へ
て
ま

も
な
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

房
代

多
産
せ
し
牛
を
競せ
り
ば場

に
運
搬
す
車
に
乗
る
を
踏
み
張
り
拒

む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

米
尾　

和
子

ひ
と
り
居
の
夜
中
の
地な

い震
に
怯
へ
つ
つ
夜
明
け
待
つ
間
の

刻
を
確
か
む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
之
下
典
子

降
る
雨
を
終ひ
ね
も
す日
眺
め
し
義は

は母
の
座
に
ひ
と
り
と
な
り
し
今

わ
が
座
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
山
タ
マ
エ

白
花
を
好
み
て
植
へ
し
紫
陽
花
の
時
経
て
青
色
に
変
わ
り

て
寂
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
田
美
代
子

「
だ
っ
こ
し
て
」
と
諸も
ろ
て手

出
す
孫
抱
き
止
む
る
温ぬ

く

き
幼
の

匂
ひ
と
と
も
に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
畑　

松
枝

病
み
つ
つ
も
喜
寿
の
祝
を
盛
り
上
げ
し
同
級
の
友
恙つ
つ
が
な無
く

あ
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

林　
　

ヒ
ロ

唐
突
に
出
づ
る
鼻
血
に
蓬
よ
も
ぎ
も
み
嫁
は
素
早
く
わ
れ
に
与
ふ

る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
田　

幸
子

釜
石
に
旅
せ
し
縁

え
に
し

あ
る
故
に
か
の
旅
館
か
の
女
将
想
い
出

さ
る
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
之
内
重
信

父
の
日
の
今
日
も
過
ぎ
た
り
母
の
日
も
こ
れ
ぞ
の
事
も
無

く
て
暮
れ
ゆ
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
元　
　

司

種
子
と
す
る
グ
リ
ン
ピ
ー
ス
を
剥
き
て
お
り
上
が
り
框
に

蚊
を
追
い
な
が
ら　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
村　

益
信

熱
湯
を
か
け
て
三
分
待
つ
い
と
ま
死
を
待
つ
こ
と
も
あ
る

い
は
楽
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
下　
　

学

最
期
に
は
自
宅
で
逝
か
ん
と
妻
の
言
う
施
設
の
窓
の
空
な

が
め
つ
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

義
彦

行
く
時
も
帰
る
も
一
人
晴
れ
ば
れ
と
石
榴
の
花
の
下
歩
み

来
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
原
百
合
子

一
日
が
無
事
に
過
ぎ
れ
ば
そ
れ
で
良
し
竹
の
子
炊
い
て
三

度
の
食
事　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
塚　

洋
子

［
俳
句
］

此
の
夏
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
に
憧
れ
来
し
五
月　
　

宗
方　

正
喜

［
短
歌
］

我
事
や
人
生
有
て
値
打
有
此
の
世
去
り
て
は
何
も
な
ら
ず

と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
田　

末
則

娘
ら
の
自
転
車
き
し
む
気
に
し
つ
つ
や
っ
と
買
い
か
え
誕

生
祝
う　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
仮
屋
辰
子
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平
成
23
年
度
県
境
交
流
事
業

（
料
理
対
決
）
参
加
店
舗
募
集

　

北
薩
地
域
振
興
局
で
は
、
熊
本

県
水
俣
芦
北
地
域
と
鹿
児
島
県
北

薩
地
域
合
同
で
、
地
元
産
の
肉

（
牛
、
豚
、
鶏
）
を
食
材
に
し
た

フ
ェ
ア
料
理
（
和
食
、
洋
食
料
理

な
ど
の
中
か
ら
一
つ
選
定
）
対
決

の
参
加
店
舗
を
募
集
し
ま
す
。
ま

た
、
料
理
を
食
す
ス
タ
ン
プ
ラ
リ

ー
も
あ
り
、
後
日
抽
選
で
賞
品
が

当
た
り
ま
す
。

○
参
加
条
件

　

北
薩
摩
５
市
町
内
に
店
舗
を
構

え
、
地
元
産
の
肉
（
牛
、
豚
、
鶏
）

を
食
材
に
し
た
フ
ェ
ア
料
理
を
提

供
で
き
る
店
舗

○
参
加
料
金

　

５
０
０
０
円

○
募
集
締
切

　

７
月
末

○
開
催
時
期

　

10
月
１
日（
土
）～
11
月
30
日（
水
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
県
北
薩
地
域
振
興
局

　

農
林
水
産
総
務
課

　

☎
０
９
９
６
（
25
）
５
５
０
３

狩
猟
免
許
取
得
講
習
会

　

鹿
児
島
県
猟
友
会
出
水
支
部
主

催
の
免
許
取
得
講
習
会
が
開
催
さ

れ
ま
す
。

○
開
催
日
時

　

８
月
26
日
（
金
）
午
前
９
時
～

○
会
場

　

北
薩
地
域
振
興
局
出
水
庁
舎

○
そ
の
他

　

わ
な
猟
免
許
取
得
に
は
狩
猟
者

講
習
会
受
講
料
の
一
部
助
成
が
あ

り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
農
林
課
林
務
係

　

☎
（
86
）
１
１
１
１

狩
猟
免
許
試
験
の
開
催

　

狩
猟
を
行
う
た
め
に
は
狩
猟
免

許
を
取
得
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
免
許
の
種
類
は
、
使
用
す
る

猟
具
に
よ
り
網
猟
免
許
、
わ
な
猟

免
許
、
第
一
種
銃
猟
免
許
お
よ
び

第
二
種
銃
猟
免
許
の
四
種
類
に
分

か
れ
て
い
ま
す
。

○
試
験
日
時

　

８
月
28
日
（
日
）
午
前
９
時
～

○
申
請
書
類
等
の
提
出
期
間

　

７
月
11
日（
月
）～
８
月
５
日（
金
）

○
会
場

　

北
薩
地
域
振
興
局
出
水
庁
舎

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

北
薩
地
域
振
興
局
農
林
水
産
部

　

役
場
農
林
課
林
務
係

　

☎
（
86
）
１
１
１
１

第
21
回
出
水
地
区
歯
科
保
健

合
同
研
修
会
の
開
催

　

出
水
郡
歯
科
医
師
会
で
は
出
水

地
区
歯
科
保
健
合
同
研
修
会
を
開

催
し
ま
す
。

○
日
時

　

平
成
23
年
７
月
23
日
（
土
）　

　

午
後
３
時
～
５
時

○
場
所
＝
鶴
丸
会
館
（
出
水
市
）

○
入
場
料
＝
無
料

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
郡
歯
科
医
師
会
学
術
担
当

　
　
　
　
［
石
沢
歯
科
医
院
内
］

　

☎
（
84
）
４
４
１
１

エ
コ
リ
ア
北
薩

第
３
回
リ
サ
イ
ク
ル
祭
り

　

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
エ
コ
リ

ア
北
薩
で
は
リ
サ
イ
ク
ル
祭
り
を

開
催
し
ま
す
。
期
間
中
は
リ
サ
イ

ク
ル
や
施
設
の
し
く
み
な
ど
の
展

示
の
ほ
か
、
実
際
の
運
転
状
況
が

見
学
で
き
る
見
学
者
コ
ー
ナ
ー
を

常
設
し
て
い
ま
す
。

　

８
月
28
日
に
は
、
粗
大
ご
み
か

ら
修
理
再
生
さ
れ
た
自
転
車
（
約

20
台
）
や
家
具
な
ど
の
抽
選
会
、

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
に
搬
入
さ

れ
た
書
籍
・
衣
類
な
ど
を
、
希
望

者
に
数
量
限
定
で
無
料
頒
布
し
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

○
抽
選
受
付
お
よ
び
展
示
期
間

　

８
月
１
日
（
月
）
～
26
日
（
金
）

　

お
よ
び
抽
選
会
当
日

　
（
土
、
日
、
祝
祭
日
を
除
く
）

○
抽
選
会
日
時

　

８
月
28
日
（
日
）

　

午
前
９
時
30
分
開
会

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

　

覧
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合

　

エ
コ
リ
ア
北
薩

　

☎
（
84
）
４
１
１
１

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

http://w
w

w
.ab.auone-net.jp/

　

~hokusatu/

海
上
保
安
官
の
募
集

　

海
上
保
安
庁
で
は
、
海
上
保
安

大
学
校
学
生
お
よ
び
海
上
保
安
学

校
学
生
を
募
集
し
ま
す
。　

○
海
上
保
安
大
学
校

　

・
受
付
期
間

　
　

８
月
25
日
（
木
）
～

　
　
　
　
　
　

９
月
６
日
（
火
）

　

・
第
一
次
試
験

　
　

10
月
29
日
（
土
）、30
日
（
日
）

　

・
受
験
資
格

　
　

平
成
３
年
４
月
２
日
以
降
に

　

生
れ
た
か
た
で
、
高
等
学
校
ま

　

た
は
こ
れ
と
同
等
と
人
事
院
が

　

認
め
る
学
校
を
卒
業
し
、
ま
た

　

は
平
成
24
年
３
月
ま
で
に
卒
業

　

す
る
見
込
み
で
あ
り
、
か
つ
、

　

必
要
な
受
験
資
格
を
み
た
し
て

　

い
る
か
た
。

○
海
上
保
安
学
校

　

・
受
付
期
間

　
　

７
月
19
日
（
火
）
～

　
　
　
　
　
　

８
月
２
日
（
火
）

　

・
第
一
次
試
験

　
　

９
月
25
日
（
日
）

　

・
受
験
資
格

　
　

昭
和
63
年
４
月
２
日
以
降
に

　

生
れ
た
か
た
で
、
高
等
学
校
ま

　

た
は
こ
れ
と
同
等
と
人
事
院
が

　

認
め
る
学
校
を
卒
業
し
、
ま
た

　

は
平
成
24
年
３
月
ま
で
に
卒
業

　

す
る
見
込
み
で
あ
り
、
か
つ
、

　

必
要
な
受
験
資
格
を
み
た
し
て
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い
る
か
た
。

※
受
験
資
格
、
受
験
手
続
な
ど
の

詳
細
は
、
海
上
保
安
庁
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
第
十

管
区
海
上
保
安
本
部
ま
で
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

第
十
管
区
海
上
保
安
本
部

　

総
務
部
人
事
課

　

☎
０
９
９
（
２
５
０
）
９
８
０
０

入
国
警
備
官
採
用
試
験

　

人
事
院
・
法
務
省
に
お
き
ま
し

て
入
国
警
備
官
採
用
試
験
を
実
施

し
ま
す
。　

○
受
付
期
間

　

７
月
19
日（
火
）～
８
月
２
日（
火
）

（
※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込
み

は
7
月
26
日
（
火
）
ま
で
）

○
第
一
次
試
験

　
９
月
25
日
（
日
）

○
第
二
次
試
験

　

10
月
18
日
（
火
）・
19
日
（
水
）

○
受
験
資
格

　

昭
和
63
年
4
月
2
日
～

　
　
　
　
　

平
成
6
年
4
月
1
日

○
採
用
予
定
数

　

30
人

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

福
岡
入
国
管
理
局
総
務
課

　

☎
０
９
２
（
６
２
３
）
２
４
０
０

Ｔ
Ｓ
マ
ー
ク
を
貼
り
ま
し
ょ

う
　

　

年
に
1
回
、
自
転
車
安
全
整
備

店
で
、
点
検
・
整
備
を
受
け
る
と
、

そ
の
し
る
し
と
し
て
Ｔ
Ｓ
マ
ー
ク

が
自
転
車
に
貼
付
さ
れ
ま
す
。
Ｔ

Ｓ
マ
ー
ク
に
は
、
賠
償
責
任
保
険

と
傷
害
保
険
の
２
つ
が
セ
ッ
ト
に

な
っ
た
1
年
間
の
付
帯
保
険
が
つ

い
て
い
ま
す
の
で
、
も
し
も
の
時

に
安
全
で
す
。

○
保
険
料
＝
５
０
０
円
（
年
間
）

○
点
検
整
備
料
＝
１
０
０
０
円

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

原
田
自
動
車
整
備
工
場

　

☎
（
88
）
５
５
５
９

　

本
多
モ
ー
タ
ー
ス

　

☎
（
86
）
０
１
４
０

め
ざ
せ
航
海
士
、
機
関
士

　
国
立
口
之
津
海
上
技
術
学
校
と

国
立
唐
津
海
上
技
術
学
校
で
は
オ

ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
を
開
催
し
ま

す
。
こ
の
学
校
で
は
、
海
技
試
験

に
お
け
る
特
典
と
高
等
学
校
卒
業

同
等
資
格
が
付
与
さ
れ
、
海
運
界

は
も
ち
ろ
ん
そ
の
関
連
産
業
を
中

心
に
幅
広
く
活
躍
し
て
い
ま
す
。

○
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
開
催
日

　

・
口
之
津
海
上
技
術
学
校

　
　

７
月
18
日
（
月
）

　
　

９
月
17
日
（
土
）

　

・
唐
津
海
上
技
術
学
校

　
　

７
月
23
日
（
土
）

　
　

10
月
15
日
（
土
）

○
対
象
者

　

中
学
卒
業
者
ま
た
は
平
成
24
年

３
月
卒
業
見
込
み
の
か
た

○
願
書
受
付
開
始
日

　

平
成
24
年
1
月
6
日
（
金
）

○
入
学
試
験
日

　

・
推
薦
入
試

　
　

平
成
24
年
1
月
21
（
土
）

　

・
一
般
入
試　

　
　

平
成
24
年
２
月
12
（
日
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

口
之
津
海
上
技
術
学
校

　

☎
０
９
５
７
（
86
）
２
１
５
２

　

唐
津
海
上
技
術
学
校

　

☎
０
９
５
５
（
72
）
８
２
６
９

引
揚
者
並
び
に
ご
家
族
の
皆

様
へ

　

税
関
で
は
、
終
戦
後
、
外
地
か

ら
引
き
揚
げ
て
来
ら
れ
た
か
た
が

た
か
ら
お
預
か
り
し
た
通
貨
や
証

券
類
を
お
返
し
し
て
い
ま
す
。
お

返
し
す
る
通
貨
等
は
次
の
も
の
で

す
。

○
終
戦
後
、
外
地
か
ら
引
き
揚
げ

て
来
ら
れ
た
か
た
が
た
が
、
上
陸

地
の
税
関
・
海
運
局
に
預
け
ら
れ

た
通
貨
・
証
券
な
ど

○
外
地
の
集
結
地
に
お
い
て
、
総

領
事
館
、
日
本
人
自
治
会
な
ど
に

預
け
ら
れ
た
通
貨
・
証
券
な
ど
の

う
ち
、
そ
の
後
日
本
に
返
還
さ
れ

た
も
の

※
お
預
か
り
し
た
通
貨
な
ど
の
半

数
以
上
は
返
還
の
お
申
し
出
が
無

く
、
現
在
も
税
関
に
保
管
さ
れ
た

ま
ま
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
返
還
に
つ
い
て
は
、
ご
本
人
だ

け
で
は
な
く
、
ご
家
族
の
か
た
も

請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
お

心
当
た
り
の
か
た
は
、
お
気
軽
に

税
関
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

長
崎
税
関
監
視
部

　

統
括
監
視
官
（
第
１
部
門
）

　

☎
０
１
２
０
（
８
２
８
）
６
８
０

事
業
主
の
皆
さ
ま
へ
！
「
公

正
採
用
選
考
の
お
願
い
」

　

来
る
９
月
16
日
は
新
規
高
等
学

校
卒
業
予
定
者
の
採
用
・
選
考
開

始
日
で
す
。
選
考
に
当
た
っ
て
は

応
募
者
の
適
正
と
能
力
の
み
を
基

準
と
し
た
公
正
な
採
用
選
考
を
お

願
い
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
公
共
職
業
安
定
所
学
卒
係

　

☎
（
62
）
０
６
８
５

放
送
大
学
10
月
生
募
集

　
放
送
大
学
で
は
、
平
成
23
年
度

第
2
学
期
（
10
月
入
学
）
の
学
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ

オ
の
放
送
を
通
し
て
学
ぶ
遠
隔
教

育
の
大
学
で
す
。

　

心
理
学
、
福
祉
、
経
済
、
歴
史
、

文
学
、
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い

分
野
を
学
べ
ま
す
。

　
（
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て

い
ま
す
。）

○
募
集
期
間

　

８
月
31
日

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

放
送
大
学
鹿
児
島
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
９
（
２
３
９
）
３
８
１
１
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名が県民大会への出場権を手に２ 出水地区体育大会長島会場

顔が絶えない一日でした
桃源郷で 21回目の運動会

ごたえのあるゲームで魅了見 自治公民館対抗ゲートボール大会

　６月 19 日、出水地区体育大会の卓球大会が長
島町Ｂ＆Ｇ海洋センター体育館で開催されまし
た。この卓球大会は県民体育大会の予選も兼ね、
２市１町から約 40 人が参加。男女別、年代別に
競技を行い熱戦が繰り広げられました。女子の部
で優勝された川原冨久美さんと竹之内紀美代さん
の２人は、９月 17 ～ 18 日に開催される県民体
育大会への出場が確定となりました。本町から出
場した選手の成績上位入賞者は次のとおりです。
女子４０代［優勝］川原冨久美　女子５０代［優勝］
竹之内紀美代　一般［３位］濵田拓　男子４０代

［２位］濵田光夫

　特別養護老人ホーム桃源郷で６月 26 日、
恒例の運動会がありました。
　健康増進のために開かれたこの運動会に
は、入所者や家族会、施設職員、ボランティ
アらが 150 人参加。参加者は競技を通して
ふれあい、交流しました。
　運動会会場となった食堂ホールでは、万国
旗などで飾られ、ボトル倒し競争やスプーン
レース、桃源郷鬼退治など８種目に汗を流し
ました。入所者たちは、日ごろの運動不足の
解消とばかりに体を動かし、珍プレー好プレ
ーがでるなど笑顔を見せながら競技を楽し
み、家族や職員たちの声援に応えようと一生
懸命でした。参加した入所者や家族のかたが
たは「今日はたくさん笑いました。楽しかっ
たです」と話しました。

　５月 31 日から６月５日にかけて、第６回自治
公民館対抗ゲートボール大会が行われました。今
回は 27 集落から計 50 チームが参加。Ａランク
14 チーム、Ｂランク 22 チーム、Ｃランク 14 チ
ームに分かれて競技が行われ、A ランクは福ノ浦
が３年連続通算５回目の優勝、Ｂランクは本町、
Ｃクラスは矢堂Ｃが優勝を飾りました。大会結果
は次のとおりです。
Ａランク［優勝］福ノ浦Ａ［２位］伊唐［３位］
脇崎　Ｂランク［優勝］本町［２位］山寺Ｂ［３
位］山寺Ａ　Ｃランク［優勝］矢堂Ｃ［２位］葛
輪Ｂ［３位］西Ａ

熱戦が繰り広げられた会場内↓

Ａクラスで優勝した福ノ浦Ａ↑

笑

↑「ボトル倒し競
争」の競技で、自
分の杖を投げ捨て
て参加した入所者

←家族と共に参加
し風船を割る競技
「桃源郷鬼退治」
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募総数 604 件応 「花フェス」スタンプラリー抽選会

↑商工会で開催さ
れた抽選会

←賞品Ａ賞の長島
町特産品（3000
円相当）

　長島町商工会では 6 月 17 日、「夢追い長島花フ
ェスタ」のスタンプラリー抽選会を長島町商工会で
行いました。
　これは、「夢追い長島花フェスタ」期間中に、メ
イン会場および２カ所のサブ会場、そして 33 店舗
の加盟店で、1000 円以上利用した際スタンプを１
つ押してもらうという形で実施したところ、604 件
応募がありました。
　この日は、長島研醸、サンセット長島、景観推進
進課、長島町商工会（会長、副会長、女性部長）の
代表６人が抽選を行い、サンセット長島ペア宿泊券
のパーフェクト賞に３人、長島町特産品 3000 円相
当のＡ賞に 25 人、同 1500 円相当のＢ賞に 50 人が
決まりました。なおこの賞品は、6 月 24 日にそれ
ぞれ発送しました。

の集客増を目指す
長島地区ホテル旅館組合が芋植え秋

　６月 14 日、長島地区ホテル旅館生活衛生同業
組合（竹之内重信会長）では、秋の宿泊者増を図
ろうとサツマイモの苗 7 千本を植えました。これ
は、10 月から 11 月の本町で開催される、第 14
回ながしま造形美術展やおさかな祭りの期間、宿
泊するとサツマイモを無料提供するということで
す。組合の竹之内重信会長は「自分たちらしいお
もてなしでお客様をお迎えしたい。長島の風情や
食を堪能していただきたい」と語りました。

サツマイモの苗を植え終えたホテル旅館組合関係者↓

唐隈川の土手に植えられたアジサイ↑

沿いを花いっぱいに
唐隈自然を守る会でアジサイの植樹川

　唐隈集落の自然を守る会（上筋睦雄会長）では、
例年梅雨時期に唐隈川の土手にアジサイの苗を植
えており、育てたアジサイが 6 月中旬から見ご
ろを迎えました。同会はこれまで、唐隈子ども会
育成会や唐隈婦人会と合同で順次植え付け、集落
内の川沿い約 100m がアジサイの花でいっぱい
になっています。
　毎年苗を増やし、準備する同会の小田強さんは

「今年でほぼ目標としていた沿線を植えることが
できた。今後は、集落の中心を通る国道沿いにも
植え、唐隈が花いっぱいになってくれたらうれし
い」と夢を語ってくれました。

口
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事故を願って
商工会の日に交通安全キャンペーン

校が稚魚の放流体験２ 県豊かな海づくりパイロット事業

　長島町商工会では「６月 10 日の商工会の
日」にあわせて、道の駅黒之瀬戸だんだん市
場前の駐車場で６月 13 日、「商工会の日交
通安全街頭指導キャンペーン」を行いました。
　この日は、事故を減らすようにポケット
ティッシュやお茶、長島特産の赤まきなどが
200 個準備されました。午前 10 時から始まっ
たこのキャンペーン、駐車場では長島方面か
ら黒之瀬戸を渡る全車両を止め「交通事故に
は気をつけて」と声をかけながら窓越しに渡
していました。大型トラックの運転手は「あ
りがとうございます。交通事故を起さないよ
う、あわないよう気持ちを引き締めたいと思
います」とお礼を言っていました。

　東町漁業協同組合青壮年部（竹上裕記部長）は、
「鹿児島県豊かな海づくりパイロット事業」を活

用し、育てる漁業としてヒラメの稚魚とマダイの
稚魚の放流体験を、町内の２校の児童らと一緒に
行いました。
　５月 27 日、鷹巣小学校４・５年生の児童らは
薄井漁港対岸の竹島港桟橋から４隻の船に別れ、
竹島港近くや伊唐大橋下の浅瀬などでヒラメの稚
魚１万８千匹余りを放流。伊唐小学校では全校児
童が６月 16 日、伊唐港から２隻の船で港の沖合
いに移動し、約１万２千匹のマダイの稚魚を広い
海に放ちました。児童らは「大きくなってね」と
何度も声をかけながら稚魚が海面に潜っていくの
を笑顔で見送っていました。鷹巣小の山上綾音さ
ん（４年）は「ヒラメの赤ちゃんはかわいくてと
ても楽しかった」、伊唐小の中村優里さん（６年）
は「マダイが大きく育つように海の水を汚さない
ように気をつけたい」と話しました。　

関係者が一台づつ声をかけ事故防止を図る↑

伊唐小児童のマダイの放流↓

鷹巣小のヒラメの放流↑

無
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員の協力で盛り上げよう部 長島町商工会女性部合同研修会

↑文化ホールで開
催された北薩地区
商工会女性部合同
研修会

←北薩地区代表の
長島町商工会女性
部の選手ら

　６月５日、長島町商工会女性部（坂口るみ部
長）は、商工会活動をますます元気づけようと、
北薩地区商工会女性部合同研修会に参加しまし
た。この日は、同会女性部の 100 人余りが長
島町文化ホールに集まり、講師の辻イト子さん
の講演に耳を傾けていました。終了後は、サン
セット長島で交流会も開催され、各地区の女性
部員らはお互いの情報交歓を図り有意義な一日
となっていました。このほか、合同研修会とあ
わせて県の商工会女性部ミニバレーボール大会
の地区予選も開催され、長島町商工会女性部が
優勝。６月 19 日、伊佐市総合体館で開催され
た第 24 回鹿児島県商工会女性部ミニバレーボ
ール大会に出場し、見事３位入賞を果たしまし
た。この大会は県下から 17 チームが参加。同
商工会女性部初の栄光となり、チーム代表の坂
口部長は「部員の協力とチームワークの賜物で
す」と喜んでいました。

ごろの活動に功績
県子ども会育成連絡協議会で表彰日

　長島町子ども会育成連絡協議会副会長の大平健
二さん（山中）が６月３日、第 43 回鹿児島県子
ども会育成連絡協議会総会で表彰されました。
　大平さんは、平成６年に子ども会育成会に入会
され、以後東町子ども会育成連絡協議会監事を９
年間、副会長を２年間、その後合併と同時に長島
町子ども会育成連絡協議会監事となり４年間歴任
し、現在は同会副会長ならびに北薩地区子ども会
育成連絡協議会理事として子ども会の発展に尽く
されています。受賞した大平さんは「今後も微力
ながら子ども会のために頑張りたい」と抱負を語
りました。

県の総会で表彰をうける大平健二さん↓

島ブランド大収穫
獅子島小学校ふるさと教育授業長

　獅子島小学校（小磯俊彦校長）では５月 17 日、
学校農園で育てた長島ブランドのバレイショの収
穫を行いました。これは、本町でふるさと教育を
推進しており、その一環として全児童が生活科や
総合的な学習の時間を使って 1 月に植えつけてい
ました。植え付けや収穫には、御所ノ浦の岡平武
志さんに協力してもらい、収穫後はふかしジャガ
イモで長島の味を堪能。児童らは「疲れも忘れる
ぐらいおいしい」といって頬張っていました。な
お収穫したジャガイモは、町給食センターや地域
のおじいさん、おばあさんにプレゼントしました。

大収穫となったじゃがいもと一緒に↑
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道路脇で満開に咲き誇る
葉牡丹（平成 23 年２月
川床地区で撮影）→

やさしい心と
思いやりの心を育てる

← 12 人 の
児 童 が 植 え
た『 人 権 の
花』

　本町では本年度も、年間を通して
人権に対する取り組みや活動を推進
し、人権に対する理解を深めようと
5 月から 12 月いっぱい『人権の花』
運動を計画しています。そこで 5 月
30 日、 長 島 町 立 汐 見 小 学 校（ 竹 内
功校長）で『人権の花』運動の開会
式が行われ、石塚政廣長島副町長を
はじめ、鹿児島地方法務局川内支局
中川そよ子支局長ほか、本町の人権
擁護委員が集まりました。式で長山

人 権 に つ い て 真 剣 に 耳 を
傾ける児童ら↓

久義人権擁護委員から目録のひまわ
りの種が贈呈され、児童代表の福山
翔太くんが「自分が嫌だと思うこと
を人にせず、これからもみんな仲良
く思いやりの心を育てていきたい」
とあいさつをしました。この後同校
では、一人一人がこのひまわりの種
を専用プランターに植え、「早く芽
が出てね」と声をかけていました。
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月
日 月 火 水 木 金 土

当番医の利用は急患に限ります。ご協力ください。

※行事予定・当番医等は都合により変更される場合があります。（○休日当番医、□休日当番薬局、◇小児当番医 10 時～正午

１４ １５ １６ １７ １８ １９ ２０

７ ８ ９ １０ １１ １２ １３

 ８/３１ ５ ６

２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７

２８ ２９ ３０ ３１   ９/１   ９/２   ９/３

１ ２ ３ ４

２０１１8
◎三種混合
■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）
■資源ごみ　　（獅子島）

◎乳児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油（鷹巣・諸浦）

◎ラッコ教室
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油
（山門野・川床・浦底）

○飯尾医院 88-5040
○こどもクリニック永松64-1500
○東医院 67-1861
○植村整形外科 72-1041
○脇本病院 75-2121
○福留歯科医院 62-0978
◇こどもクリニック永松64-1500
□かしま薬局 63-3970
□あじさい薬局 67-2055
□会営薬局阿久根店 72-5060

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

◎メタボらない教室
（獅子島アイランドセンター）
■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

◎母子相談
（保健福祉センター）

◎歯科相談（フッ化物塗布）
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）

○鷹巣診療所 86-0054
○二宮医院 62-0167
○よう皮ふ科医院 63-1112
○有村産婦人科・内科 73-4180
○よしもと歯科クリニック 75-3333
◇二宮医院 62-0167
□あすか薬局 63-7322
□さかえまち薬局 72-0978
□長島調剤薬局 64-5555

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

○よしもと歯科クリニック 75-3333

◎ＢＣＧ（平尾診療所）
■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）
■資源ごみ　　（獅子島）

◎ 1.6 歳児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油（鷹巣・諸浦）

◎ラッコ教室
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

○長島クリニック88-6405
○よしだ泌尿器科クリニック63-7800
○奥田蘇明会医院 82-3998
○上園医院 73-1055
○塩山歯科医院 62-2634
◇出水総合医療センター67-1611
□こがね薬局 64-1132
□本町薬局 73-3233
□しおかぜ薬局 88-6011

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）

◎特定・胃がん検診
■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

◎メタボらない教室
（獅子島アイランドセンター）
■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

◎幼児歯科検診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）

○平尾診療所 88-2595
○つかさとクリニック 67-5560
○吉田耳鼻咽喉科医院 62-0170
○内山病院 73-1551
○太田歯科クリニック 84-4700
◇出水総合医療センター67-1611
□いまがま調剤薬局 65-7550
□クレイン調剤薬局 63-4300
□本町薬局 73-3233

◎三種混合
■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

◎子宮・乳がん検診
■びん・有害　（獅子島）

◎シェイプアップ教室
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

祝日には、国旗を掲げましょう！


